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1改 良 住宅建 設 とまちづ くり





張 ・上下水道の完備 と改良住宅の建設を行 う方
針を確認 している。そして、計画の具体化 に向
けて助役を委員長 とする 『京都市不良住宅対策
















6畳 、4畳 半、板の間3畳 に台所に便所など
1戸 当 りの居住面積は12.5坪(約40㎡)で 、当
時の2種 公営住宅の基準であった10坪 よりもか




おり』を配布 し、電気 ・ガス ・水道 ・台所 ・便















2楽 只 地 区にお ける住環境 改善 の歴 史
京都市内で初めての改良住宅24戸が錦林地区
に完成した後、54年 養正、56年崇仁に市営住宅
(鉄筋コンクリー ト3階 建)が 完成 し、1958(昭
和33)年10月 、楽只第1棟 が完成する。当時の
楽只地区は、南側に、東西に走る25m幅 の北大















































































































































い ・西陣の織 り子 といった職業が過半を占めて
いたが、80年 代 を通 しては、有業者の約 半数
(1991年 の調査で約55%)が 京都市の現業職を
中心 とした公務員であった。90年 代以降公務員
の割合は激減 しており、2000年 調査では今 日的
に、不安定就労が大部分を占めている。校区は、
小学校が楽只 と鷹峯の2校 、中学校は嘉楽 ・旭
丘の2校 となっている。
3-3住 環境改善事業の成果と課題












































「貧困(と 低学力児童 ・生徒)の 集積地」とな り、































正 と低位性の克服)と 実施基準(属 地属人)は 、
それにとどまらず、部落解放運動をも(運 動論、
組織論において)規 定してきた考え方でもあっ





























5ま ちづ くり組 織の誕生 と新 たな取組
そして新たなまちづ くり運動を展開する組織
として、1993年5月19日 、千本ふるさと共生 自
治運営委員会(略 称:じ うん)が 、楽只地区の
各種団体に楽只 ・鷹峯の両社会福祉協議会を加
えた15団 体で発足 した。これに加えて、楽只 ・
鷹峯両小学校のPTAも オブザーバーとして参











がキーワー ドとして生 まれ、生活や要求に応 じ
た多様な住宅の選択 を可能にするシステムが追
求されてきた。「戸建て分譲 ・持ち家」といっ
た、 これまでの 「特別施策 としての同和行政」
の枠 をこえるアイデア。コーポラティブ住宅や
スケル トン住宅といった、集合住宅建設の最先
端の試みも検討されてきた。
は、建替の対象 となる楽只第1・2棟 の住民、
じうん事務局、そして計画設計を担当するプラ
ンナー、学識者、行政を交えて行われた。従来
なら行政主導で行われた住棟計画 も、今回は居
住者の意見 を十分に反映することができるよう
に、住民を主体にした計画づ くりが進められた。
そして、構想から5年 をかけて2002年3月 楽只
新1棟(ら くし21)が 竣工する。
また、定期借地権 を設定し、居住者自身が家
を建てるコーポラティブ住宅の建設が議論 され
具体的な取組が始まった。住民の豊かなコミュ
ニティを育むためにも、所得の高低にかかわら
ず、様々な人が千本に住み続けることがで きる、
住宅供給システムの具体化である。90年代 に入
り、様々なところで議論されてきた21世紀の新
たなまちづ くりが本格的にスター トした。
今後、これらの取組については、折に触れ検
証していきたい。
お わ りに
約40年 前に建てられた住棟の、建替計画案の
策定にとりかかったのは、じうん設立から5年
後の1997年11月 のことである。この計画づ くり
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